神戸男声合唱団規約〔2019.1.18改正後〕
第1章 総則　　

第1条 〔名称〕当合唱団は「神戸男声合唱団」と称する(以下団とする)。

第2条 〔細則〕団規約を細則で補足する。

第2章 目的及び活動　　

第3条 〔目的〕男声合唱を愛する男性が集まって、練習と研鑚を通じより良い合唱音楽を創造し楽しむ事を目的とする。
第4条 〔活動〕前条の目的を達成するために毎週練習を行なう。さらに第5章に定める総会、第6章に定める役員会等の決定に従い特別練習、各種演奏活動並びに親睦行事などを行う。

第3章 組織と役員

第5条 〔組織〕団の円滑な運営と演奏活動のために、団長、マネージャー、指揮者、会計、会計監査その他総会における決定の下に各種役員を置く。

第6条 〔団長〕団長は、第14条に定める総会において団員の総意で選出される。任期は1年とするが、再選を妨げない。団長は団を代表して第5章に定める総会及び第6章に定める役員会を開催するとともに、その他当団の円滑な運営を図る。
第7条 〔マネージャー〕マネージャーは、第14条に定める総会において団員の総意で1名以上選出され、団長を補佐して実務を遂行する。任期は1年とするが、再選を妨げない。

第8条 〔指揮者〕指揮者は第7章に定める技術委員会の推薦に基づき、総会の承認を受けて指名される。指揮者は技術的指導の責任を負う。その責務遂行のためパートリーダーとボイストレーナーを指名し、技術委員会を構成する。任期は1年とするが、再選を妨げない。定期演奏会終了後の「反省会」において団員の総意で承認を受けた場合には、次年度の定期演奏会まで継続することができる。
　　　　〔客演指揮者〕技術委員会の要請に基づき、役員会と第5章で定める総会において客演指揮者の招聘と委嘱をおこなうことができる。
第9条 〔会計〕会計は、総会において団員の総意で選出され、第8章に定める団の財政の管理に責任を負うと共に、総会において決算報告を行う。任期は1年とするが、再選を妨げない。
第9条の2　〔会計監査〕会計監査は、総会において団員の総意で選出され、総会にお
ける会計報告に際し、会計監査は会計の決算報告を監査し､誤りと遺漏のな
いことを確認する。任期は1年とするが、再選を妨げない。
第4章 団員と入退団

第10条 〔資格〕第2章に掲げる団の目的に賛同しその活動に参加することと第11条に記載する義務を果たせる男性。

第11条 〔義務〕練習に参加し、かつ所定の団費を遅滞なく納入する義務を負う。

第12条 〔入団〕第10条に示す資格に適合する入団希望者は、所定の入団手続きを行う。

第13条 〔休団・退団〕諸般の事情により団員資格を果たせない場合、文書で休団または退団を申し出ることが出来る。
第5章 総会

第14条 〔定期総会〕定期総会は年1回、原則として1月に開催し、委任状を含め団員の過半数の参加で成立する。
第15条 〔臨時総会〕臨時総会は、団長又は役員会の要請により適宜開催できる。

第16条 〔召集〕総会は団長が招集する。

第17条 〔議長〕出席する団員の総意で議長を選任する。

第18条 〔付議事項〕総会では、次の事項を付議する。

（1） 活動報告及び決算報告　

（2） 次年度の活動計画及び予算案

（3） 役員の選任

（4） 団規約・細則改正

（5） その他必要事項

第19条 〔議決〕議事は出席団員の過半数の賛成で決定し、可否同数の時は議長がこれを決定する。委任状は総会の決定に従うものとして扱う。ただし、（４）団規約の改正は、第9章[規約改正]の条項に従う。

第6章　役員会

第20条 〔責務〕役員会は、適宜これを団長が招集し、団活動の運営に当たる。

第21条 〔構成〕団長、マネージャー、指揮者、会計、パートマネージャーを必須メンバーとし、パートリーダー及び細則第２条に定める役員とで構成する。役員会は委任状を含め役員の過半数の参加で成立する。

第22条 〔議決〕出席役員の過半数の賛成で決定し、可否同数の時は団長がこれを決定する。委任状は役員会の決定に従うものとして扱う。

第7章　技術委員会

第23条 〔責務〕練習計画と予定の作成、練習進捗状況の把握、演奏曲目の選定、楽譜の収集、ボイストレーニングの実施及び団員の音楽技術の向上等に責任を負う。必要に応じ役員会に次期指揮者の推薦および客演指揮者の要請を行う。

第24条 〔構成〕指揮者とパートリーダーを必須メンバーとし、ボイストレーナー他指揮者が必要と認めた者で構成する。

第24条の2〔運営及び議決〕構成メンバーの互選により、委員長及び副委員長を選出

する。
技術委員会は、適宜これを委員長が召集し、委員会の運営に当たる。
委員会は、委任状を含め委員の過半数で成立する。
出席委員の過半数の賛成で決定し、可否同数の時は委員長がこれを決定する。委任状は委員会の決定に従うものとする。
第８章　財政

第25条 〔会計年度〕当合唱団の会計年度は原則として1月1日より12月31日とする。

第26条 〔団費〕細則にて定める額とする。

第27条 　削除
第9章　改正

第28条 〔規約改正〕毎年の定期総会で見直しの是非を検討するものとする。なお本規約の改正には、定期総会で委任状も含め団員の２／３以上の賛成を必要とする。　
付則

本団規約は、2004年４月30日現在所属団員の２／３以上の賛同に基づき同年5月1日から施行する。

改正　2012年1月20日一部改正
改正　2013年1月25日一部改正
改正　2014年1月24日一部改正
改正　2019年1月18日一部改正

神戸男声合唱団細則〔2023.1.27改正後〕
第1条〔活動〕当合唱団は、団規約第2章の規定に基づき総会､役員会の決定または団員

　　　　の総意の下に、次のような活動を行う。

（1） 定期演奏会の開催

（2） 合唱連盟など団体への加入と、当該団体の主催する行事への参加

（3） 団員及び他の団体の音楽活動への賛助出演及び後援

（4） 聖ミカエル教会からの要請による演奏

（5） 団員相互の親睦のための各種行事開催

（6） 男声ニュース、かわら版など会報の発行

（7） その他団にとって適切と考えられる活動

第2条 〔役員〕団長は団規約第3章に掲げる以外に次のような役員をそれぞれ1名以上選任することが出来る。

　副団長、団サブマネージャー、サブパートリーダー、書記、楽譜係、広報担当、会報担当、練習会場担当、合宿担当、演奏会実行委員長、レクレーション担当、パートマネージャー、パート会計、特別プロジェクト担当他。

なお、パート毎にその必要性に応じてパート内に世話役を置くことが出来る。
第2条の２[指揮者の指名等] 団員は、技術委員会に対して指揮者の指名等について意見具申できるものとする。
　　　　　２技術委員会は、指揮者の指名等に関して協議した結果を役員会に報告するものとする。
　　　　　３役員会は、指揮者の指名等に関して、技術委員会の報告に基づいて総会に提案するものとする。
第3条 〔演奏会実行委員会および実行委員長〕実行委員会は、演奏会を責任を持って運営する。実行委員会を統括する実行委員長は、次のような役割を担当するメンバーを選任出来る。演出委員、ステージマネージャー、プログラム担当、演奏会特別会計、印刷担当、庶務担当等

　　　　実行委員長は役員会の承認を受けて活動を遂行し、団員に対し適時に報告を行う。

第4条 〔団費〕団費は月2000円とし、団員は遅滞なく会計またはパート会計に納める。定期演奏会に出演する団員は、在籍期間の団費を完納する必要がある。
第5条 〔休団員と団費〕遠隔地への単身赴任その他止むを得ない事情で団に休団を文書で届けた者で、団長もしくは役員会の承認を受けた場合休団員として扱う。休団員はその休団中の団費の支払いを免除される。休団員の希望に基づき実費を受け、活動状況の連絡および楽譜の送付を行う。
　　　　団員が3ヶ月以上連続して練習を休んだ場合、パートマネージャーはその団員

　　　　に休団もしくは退団の意思の有無を確認する。

第6条 〔定期演奏会負担金〕定期演奏会に出演する団員は、規定の負担金を支払う。金額は定期演奏会実行委員会で検討し、役員会と団員の賛同を得て決定する。
なお、負担金支払い後、出演を辞退した場合の負担金の取り扱いについては、定期演奏会の１か月前以降は、原則として、これを返還しない。
第7条 〔入団規定〕入団に際し規約および細則の遵守に同意し、適正なパート配属の助言を尊重する。入団費は無料とするが、ブレザー・ネクタイ・特別楽譜等個人に帰する物品に対しては負担を求める。また、団費は入団の翌月より納入するものとする。

第8条 〔細則の改正〕毎年の定期総会で見直しの是非を検討するものとする。なお本細則の改正は総会における出席者の過半数で承認される。

付則　本細則は、2004年４月30日現在所属団員の２／３以上の賛同に基づき同年5月1日から施行する。
改正　2013年1月25日一部改正
改正　2014年1月24日一部改正
改正　2023年1月27日一部改正
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